
令和６年度 第３回 北九州市社会教育委員会議 

 

 

日時 令和７年２月１０日（月） １０:００～１２:００   

場所 北九州市立生涯学習総合センター２階 第２・３研修室 

 

 

１ 総務市民局地域・人づくり部長挨拶 

 

 

２ 議長挨拶 

 

 

３ 議題 

 

 （１）国における社会教育・生涯学習の方向性、論点等について ［資料１］ 

     演題：「社会教育」をどう考え、実践するのか 

ー社会の転換点と社会教育の新たな位置づけー      

     講師：東京大学大学院 教育学研究科 教授 牧野 篤 氏 

 

 

 （２）次期北九州市生涯学習推進計画について         ［資料２］ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国における社会教育・生涯学習の 

方向性、論点等について 

資料１ 















































































































































































































 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次期 

北九州市生涯学習推進計画 

について 

資料２ 



令和7年2月10日 令和6年度 第3回北九州市社会教育委員会議

次期生涯学習推進計画策定に向けたワークショップ



・3グループに分かれて、以下の流れでグループワークを実施します。

・グループワークを通じて、次期生涯学習推進計画のゴールイメージを共有します。

・グループ内の進行・進行補佐は社会教育主事が務めます。

No. 項目 内 容 等 時間

1 生涯学習課説明 前回のＧＷの共有、本日のＧＷの説明 5分

2 ワーク

①個人ワーク

4つのテーマについて、まずは個人で考え記入します。（10分）

②グループ共有

各委員等から4つのテーマについてグループ内で共有します。（20分）

30分

3 キーワードの共有
各グループの進行担当の社会教育主事から各グループで出た意見を全体共有します。

（各5分）
15分

グループワークの流れ ＜５0分間＞



グループ 社会教育委員等
司会・補佐

（社会教育主事）

第1グループ

野依委員
酒井委員
和田委員
羽田野委員
地域・人づくり部 倉光部長

司会：鎌田
補佐：土田

第2グループ

山田委員
大河内委員
山中委員
生涯学習課 千々和課長

司会：樋上
補佐：前田

第3グループ

宮本委員
安部委員
髙原委員
生涯学習総合センター 石井所長
八幡西生涯学習総合センター 白鳥所長

司会：小野田
補佐：山本

グループワーク（ＧＷ）のグループ分け・役割分担



1.循環型生涯学習社会

市民一人一人が、

生涯にわたるあらゆる段階や場面において、

自分に適した手段・方法を選択し

主体的に学習に取り組み

学んだ成果を行動に生かす人が

地域社会に多く存在する社会

現行計画がめざす社会



2. ネットワーク型生涯学習社会

地域が抱えている課題に対応するため、

行政だけでなく、

自治会・まちづくり協議会などの地域団体、

社会教育関係団体、学校、NPO、ボランティア、

企業などの地域社会の様々な組織が、

それぞれの強みを生かしながら、

共に支えあい・高め合うネットワークが形成され、

地域の活力が高まった社会

現行計画がめざす社会



3.次世代育成型生涯学習社会

地域の様々な市民や団体が継続的に

子どもの健やかな成長・発達に関わり、

子どもと大人がともに学び・支え合い・高め合う。

子供たちが安心して活動できる

居場所づくりを進め、

これからの時代に必要な力や

地域への愛着・誇りを子どもたちに育む。

そうした環境の中で子どもたちが

将来の地域の担い手となる社会

現行計画がめざす社会



前回のグループワークで出されたキーワードや牧野先生の講演を参考にして、社会教育・生涯学習を推進

した未来を想像しましょう。

（１）（一人の学習者の視点から）あなたはどうなっていますか？

一人の学習者の視点から、あなたがどうなっているかイメージして考えてください。

（２）“一人ひとり”がどうなっていますか？

（１）から視野を広げて、市民一人ひとりがどうなっているかイメージして考えてください。

「一人ひとり」の部分は、「子どもたちが」「高齢者が」「子育て中の保護者が」といった具体的

な人たちに置き換えていただいても構いません。

（３） “地域社会 ”がどうなっていますか？

“地域社会”は、市民センター単位や校区をイメージして考えてください。

（４）“北九州市”がどうなっていますか？

（２）（３）により北九州市がどうなっているかイメージしてください。

＜グループワーク＞



分 野 キーワード

社 会

〇寛容 〇ウェルビーイング 〇レジリエンス 〇多様性
〇協働 〇ジェンダー平等 〇市民参画・社会参加
〇不安を話せる・SOSを出せる 〇地域での女性の活躍 〇共感
〇地方自治 〇共助 〇防災 〇地域福祉
〇DXデジタルの推進 〇働き方改革 〇すべての働く人に社会保険を
〇少子化 〇生活に時間的・精神的余裕を

学 び
〇リスキリング 〇リカレント教育
〇メダカの学校（学び合い、互いに教え・教えられる） 〇地域教育
〇家庭教育 〇公教育の在り方（学習の場） 〇再就職支援

学びで
重視するもの

〇対話 〇アウトプット・実践 〇コミュニケーション
〇デジタルとリアルの融合 〇企画力を鍛える

学びを伝える 〇広報活動 〇SNS発信

こども
〇子どもの活動・体験 〇探求心を育む 〇子どもの体験格差解消
〇子どもを通じたつながり 〇こどもまんなか

シニア 〇シニア世代の地域デビュー 〇健康づくり

多世代 〇多世代居場所 〇地域人材の育成 〇多世代を混ぜる

分野別 〇北九州の特徴を生かした芸術の活動 〇生涯スポーツ

※太字・下線のキーワードは複数のグループで出たもの。

2024,11,7 R6年度 第2回社会教育委員会議 グループワーク キーワード一覧



前回のグループワークで出されたキーワードや牧野先生の講演を参考にして、社会教育・生涯

学習を推進した未来を想像しましょう。

（１）（一人の学習者の視点から）あなたはどうなっていますか？

一人の学習者の視点から、あなたがどうなっているかイメージして考えてください。



（２）“一人ひとり”がどうなっていますか？

（１）から視野を広げて、市民一人ひとりがどうなっているかイメージして考えてくだ

さい。

「一人ひとり」の部分は、「子どもたちが」「高齢者が」「子育て中の保護者が」と

いった具体的な人たちに置き換えていただいても構いません。



（３） “地域社会 ”がどうなっていますか？

“地域社会”は、市民センター単位や校区をイメージして考えてください。



（４）“北九州市”がどうなっていますか？

（２）（３）により北九州市がどうなっているかイメージしてください。


